
一般社団法人福岡県損害保険代理業協会　福岡南支部

福岡

南

第２号

2012 年 3 月発 行
福岡南支部・支部長
　鶴田 勝也
　［福岡実業保険］  

認定保険代理士資格の確認はお済みですか？

日本代協のホームページに
『募集人資格情報システム早わかりマニュアル』
を掲載しています。

皆さんご存知の通り、損害保険大学課程の創設にあたって、『認定保険代理士』を
『損害保険プランナー』へ読替認定移行することになりました。
ご自分の資格情報確認がお済みでない方は、必ず期限内に確認し、更新試験が必要な
方は受験して移行に備えてください。

2011 年 7 月 1 日時点で登録・届出されている方は
代申保険会社から通知されているはずです。
ご不明な場合はコンタクトセンターへお問合せを。

氏名の他に、取得資格とその有効期限を確認してく
ださい。１期・４期・７期・10 期の方は今年７月の
更新試験受験が必要です。

https://agt.sonpo-shikaku.jp

取得した ID とパスワードで【個人向けメニュー】に
ログインしてください。
初期パスワードは、ご自身の生年月日（８桁）です。

ID の取得

資格情報照会

募集人
資格情報システム

の上に位置づけているのか、また保険会社が私たち代理店に求める姿とは何なのかを認識した上で、様々な環
境変化に伴う今後の代理店の在り方について検討を行っています。
　会で議論されている内容や今後の方向性は、必ずしも直ちに実現できるものではありません。代理店と保険
会社のイメージする方向感が一致しているとも限りません。けれども今後さらに議論を深める中で、相互に理
解を深め、出来ることから実現していきたいと考えています。
　日本代協のホームページで報告書が公開されていますので、ぜひ目を通して皆さんも一緒に考えてください。

　【活力研】は、代理店が抱える様々な課題に対して、保険会社
と対等な立場で真摯な対話を行う場として、代協の特別会員であ
る保険会社と共に代協内に設置された勉強会です。メンバーであ
る保険会社に、私たち代理店の置かれている現状や課題を「頭」
で認識し、その思いや願いを「心」で感じとってもらい、各社の
販売戦略や政策立案に自主的に活かしてもらうことが目的です。
　平成２２年度の論議テーマは、
『競争環境の認識と目指すべき方向性の共有化』。
専業代理店に対して、各保険会社が現時点でどのような販売戦略

　保険大学１２期生から福岡県全体で２５名、福岡南支部では５名
の新たな認定保険代理士が誕生しました。おめでとうございます！
　今後も、消費者へのより質の高い保険サービスの提供を目指し
て頑張ってください。

　これまで長年にわたって保険代理店としての活動を続け
てまいりましたが、改めて保険について学ぶ機会となった
ことは非常にありがたいことだと感じております。
　「認定保険代理士」という名に恥じぬよう、環境の厳し
い時代ではありますが、頑張っていきたいと思います。
ありがとうございました。

福岡南支部の支部例会は、ほぼ毎月第２水曜日に
今年度は開催しています。中華ランチを食べながらの
気軽な雰囲気の中で、様々な報告や、情報交換が活発
に行われています。

皆さんが日常業務のなかで
疑問に思っていることや、
困った事例などについても
気軽に話ができ、アドバイス
し合える場です。

　日本代協認定保険代理士の認定証授与式が行われたことを記念して、日本代協の副会長：泉氏（長崎県代協）をお招きして、
【活力ある代理店制度等研究会（通称：活力研）】のセミナーを開催しました。
　平成１９年に活動を開始した【活力研】。この４年間に取組んできた課題や、今後の取組みなどについて詳しくお話いただきました。

松本 孝司さん
 （有）スギヤマ

松原 宏企さん
 （株）オフィスみずたま

内藤 秀雄さん
ホケンの内藤 （有）

加藤 一城さん
 （有）一城

森永 文恵さん
 （株）エム・シー・シー

日本代協認定保険代理士

（社）日本損害保険代理業協会 副会長

活 力 研
活力ある代理店制度等研究会

『代理店をとりまく競争環境の変化と方向性』
認定記念・新春セミナー

［講師］泉 健彦 氏

おめでとうございます！
〔１月30日 認定証授与式〕

内藤さん 松本さん

祝

授与式の後の懇親会で決意表明をする、
新・保険代理士の方々。

新代理士全員を代表して、
福岡南支部の加藤さんが挨拶されました！

http://www.sonpo.or.jp/詳しくは、日本損害保険協会のホームページを。

３.１１を

忘れない。

　2012 年３月 11 日。

あの大震災からちょうど一年となる

この日、日本損害保険協会の主催で

『防災啓発・地震保険啓発』の街頭

キャンペーンが天神で行われ、福岡

県代協からも参加しました。

　「一人でも多くの方に私たち

の想いを伝えたい」という損

保協会九州支部委員長のかけ

声を合図に防災への関心を今

一度高めてもらおうと道行く

市民に呼びかけました。

　周辺でも多くの団体が震災

復興支援のための街頭活動を

展開していたこの日。多くの

方に震災のことが改めて深く

刻まれたことと思います。

「iPad」などの
タブレット端末の導

入が

各社で進んでいるよ
うだ

けど、どんな状況な
の？

スマートフォンは業
務に

はどうだろう・・・
？

東日本大震災の
被災者支援のために、代協の活動の中で会員参加で出来ることがあると思うのだけど・・。

『ライプニッツ係数』の引き下げによって、将来的には保険金支払いへの影響も出るのでは・・・？

代協の企画環境委員
会では、

現在は保険会社ごと
に異なる『地震保険

』の

保険金請求書の書式
の統一化など、昨年

３月

の東日本大震災を機
に見直し・標準化の

機運

が高まっていること
を受けて、各保険会

社に

申し入れることにつ
いて話し合いが・・

・。

九州全域をカバー

する板金・修理工場

グループ（DRP）との

提携が福岡でも進み

はじめており・・・
。

14:46（地震発生時刻）には、参加者全員で

一分間の黙祷を捧げました。

道行く人も驚いて立ち止まり、そして

何事なのか気づくと一緒に目を閉じて

くださいました。

↑
配布した
小冊子と軍手。


